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第　 1　問

Oを原点とする座標平面における曲線 C : x2

4
+ y2 = 1上に，点 P

(
1,

√
3
2

)
をとる。

(1) C の接線で直線 OPに平行なものをすべて求めよ。

(2) 点 Qが C 上を動くとき，△OPQの面積の最大値と，最大値を与える Qの座標を
すべて求めよ。
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第　 2　問

表の出る確率が p，裏の出る確率が q である硬貨を用意する。ここで p，q は正の定数
で，p+ q = 1を満たすとする。座標平面における領域 D を

D = {(x, y) | 0 ≦ x ≦ 2, 0 ≦ y ≦ 2}

とし，D 上を動く点 Qを考える。Qは点 (0, 0)から出発し，硬貨を投げて表が出れば x

軸方向に +1だけ進み，裏が出れば y軸方向に +1だけ進む。なお，この規則でD上を進
めないときには，その回はその点にとどまるものとする。このとき以下の問いに答えよ。

(1) 硬貨を 4回投げて Qが点 (2, 2)に到達する確率 P4 を求めよ。

(2) 硬貨を 5回投げて 5回目に初めて Qが点 (2, 2)に到達する確率 P5 を求めよ。

(3) P5 = 1
9
のとき，pの値を求めよ。
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第　 3　問

aを正の定数とし，座標平面上の 2曲線 C1 : y = ex
2，C2 : y = ax2 を考える。このと

き以下の問いに答えよ。ただし必要ならば lim
t→+∞

et

t
= +∞であることを用いてもよい。

(1) t > 0の範囲で，関数 f(t) = et

t
の最小値を求めよ。

(2) 2曲線 C1，C2 の共有点の個数を求めよ。

(3) C1，C2 の共有点の個数が 2のとき，これらの 2曲線で囲まれた領域を y 軸のまわ
りに 1回転させてできる立体の体積を求めよ。
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第　 4　問

f(x) = 4x(1− x)とする。このとき{
f1(x) = f(x),
fn+1(x) = fn

(
f(x)

)
(n = 1, 2, · · · · · · )

によって定まる多項式 fn(x)について以下の問いに答えよ。

(1) 方程式 f2(x) = 0を解け。

(2) 0 ≦ t < 1を満たす定数 tに対し，方程式 f(x) = tの解を α(t)，β(t)とする。cが
0 ≦ c < 1かつ fn(c) = 0を満たすとき，α(c)，β(c)は fn+1(x) = 0の解であるこ
とを示せ。

(3) 0 ≦ x ≦ 1の範囲での方程式 fn(x) = 0の異なる解の個数を Sn とする。このとき
Sn+1 を Sn で表し，一般項 Sn を求めよ。
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